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重要な知見

１．熱海市逢初川源頭部の盛土崩壊地
で，未崩落の盛土最下部の露頭を発見
した．この部分の盛土は含礫砂層(厚さ
0.1m)，亜円礫層(厚さ0.4m)からなる．

２．亜円礫層の供給源の一部は沿岸堆
積物で透水性の高い堆積物で，第０波
の土石流の起点の可能性がある．



静岡県 第１回逢初川土石流の発生原因調査検証委員会資料２
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静岡県 第１回逢初川土石流の発生原因調査検証委員会資料２



静岡県 http://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/r3_atami_dosyasaigai.html

静岡県(2021b) は，盛土には，褐色の土砂と黒色の土砂があり，
褐色の土砂は現地周辺のものに類似するが，黒色の土砂は，他所
から搬入された土砂と推測し，土石流堆積物と盛土のカルシウム
含有率から，土石流となって流下した土砂の混合比率は，黒色の
土砂が75～85％で，褐色の土砂が15～25％と推定

黒色土砂

褐色土砂



2007年５月22日 2009年10月９日

2011年３月４日

山側

山側

図10 逢初川崩壊箇所付近の縦断面図（縦横比1：1）断面図位置は図9 のX-Y 
線． 2009 年6 月期の断面は国土地理院の5mDEM から作成．2019 年12 月
期・2021 年7 月期の両断面は静岡県(2021a)の資料8-5 に基づく．木村(2021)

第1回逢初川土石流の発生原因調査検証委員会・その2(資料6～11)
http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke350/sabouka/r3hasseigenninncyousakennsyouiinnkai.html

滑落崖の斜面は，ほぼ褐色盛土層と
黒色盛土層との境界付近 (木村, 2021)

褐色の土砂 黒色の土砂
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地点F

熱海市伊豆山地区の土石流の流路と試料採取地点．北村ほか（2022a）を
一部改変．a–c: 土石流の流路と試料採取地点．aの画像は国土地理院(2021a)
とbの画像は国土地理院(2021b)を使用．cの画像は静岡県(2021a)を使用．



地点F

d

第１回逢初川土石流の発生原因調査検証委員会配布資料（1～17）





角礫層

盛土
50 cm

2022年3月30日11時47分撮影 北村

2022年5月2日14時40分撮影 北村

地点 F 盛土の崩壊地下端部の露頭

亜円礫層

含礫砂層
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木質物1の年代
西暦1997-2001年 (88.8%)
西暦1957年 (6.6%)

柱状図
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木質物1

木質物2

試料2に含まれる木質物

137Cs 
(Bq kg-1乾土)

20

(2011/03/15
補正値)

内側が白色
のものは
検出限界未満

西暦1987-1989年 (90%)
西暦1957-1958 年 (5.4%)

西暦1997-2001年 (88.8%)
西暦1957年 (6.6%)

地点Fの調査露頭の柱状図と137Cs濃度，泥粒子の全硫黄量，0.35–0.50 mmの粒子中の石英・斜長石・輝石の
占有率，粒度組成，礫の円磨度．円磨度は人工物を除く．14C年代値は，木質物1の年代である．この年代
は木質物2よりも若い．
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100 mm100 mm

c d開放ニコル クロスニコル

100 mm a 開放ニコル 100 mm b クロスニコル

試料3の微化石の薄片写真．Amphisphaera? sp.の可能性のある放散虫化石を含む泥岩岩片(a, b)．

有孔虫化石(c, d)．矢印が微化石．
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静岡県
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写真

北村・矢永ほか, 印刷中, 静岡大学地球科学研究報告, 49号．

深度3.74 mで含礫

褐色粘土層から

含礫黒色粘土層

に変化し，黒色

粘土層の最下部

の深度3.74-3.70 

mの試料 から海

綿骨針を含む泥

岩岩片が検出さ

れた．よって，

盛土の黒色の土

砂に 由来する粒

子の堆積は深度

3.74 mから始まっ

たと推定される．

盛土最下端から約350 m下流の砂防堰堤内の土石流堆積物
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深度3.85-3.74 mの

褐色泥層が土石流

堆積物か否かは決

定できないので，

砂防堰堤に最初に

到達した土石流堆

積物が盛土の褐色

の土砂か黒色の土

砂かは分らない．

だが，第0波の土

石流堆積物の主要

な供給源は黒色の

土砂であることは

確実で，黒色の土

砂が，褐色の土砂

よりも崩落しやす

い性質を有してい

た可能性を支持

本研究



静岡県 第１回逢初川土石流の発生原因調査検証委員会資料２

亜円礫層の礫と礫の間を埋める砂質堆積物の含泥率は10%程度しかなく供給源
の一部は沿岸堆積物である．したがって，亜円礫層の透水性は高く，崩落しや
すい性質を有していた可能性がある．また，第０波の土石流の運搬した堆積物
と同様に含化石泥岩を含む．したがって，亜円礫層は第０波の土石流の起点で
あった可能性がある．

第0波とは，北村
ほか(2022)が定義
した砂防堰堤内の
土石流堆積物を運
搬した土石流．

亜円礫層

亜円礫層



2021年7月3日土石流発生

砂防堰堤を乗り
越えていく
土石流

土石流

黒色の土砂

褐色の土砂

2009年6月期前
の盛土層

砂防堰堤

2021年7月3日
土石流発生直前
の地表面

砂防堰堤の埋積

褐色の土砂主体？黒色の土砂主体

ボーリングコア試料

基盤岩

堆積物

2011年
3月中旬
の地表面

静岡県

第０波

第1波

前出

亜円礫層


